
赤 穂 民 報 毎週土曜日発行（1） 赤 穂 民 報 毎週土曜日発行（1）

赤穂市加里屋駅前町５８−18
TEL ４３−１８８６
FAX ４６−２６２６
編　集
発行人　広 島 秀 紀

発　行　所

赤穂民報社

　 　

第２３２０号　　２０１９年（平成３１年）４月 ６日

牡
蠣
食
べ
て
す
く
す
く
成
長

ご
当
地
サ
ー
モ
ン
出
荷

脂
良
質 

赤
穂
の
新
名
物
へ

　

坂
越
の
上
田
水
産
は
地

元
産
カ
キ
を
餌
に
与
え
て

養
殖
し
た
「
オ
イ
ス
タ
ー

サ
ー
モ
ン
」
を
こ
の
ほ
ど

初
出
荷
。
社
長
の
上
田
武

司
さ
ん（
５１
）は
「
カ
キ
の

豊
富
な
栄
養
を
引
き
継
い

で
良
質
の
脂
が
の
っ
た
。

ご
当
地
サ
ー
モ
ン
と
し
て

売
り
出
し
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

　

昨
年
１１
月
か
ら
１２
月
に

か
け
て
３
回
に
分
け
て
ト

ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
（
ニ
ジ

マ
ス
の
改
良
種
）
の
幼
魚

３
１
０
０
匹
を
宍
粟
市
山

崎
町
の
養
殖
場
か
ら
購

入
。
坂
越
沖
の
生
け
す
に

放
し
、
カ
キ
の
む
き
身
を

た
っ
ぷ
り
混
ぜ
た
飼
料
を

毎
日
４
回
与
え
た
。

　

サ
ー
モ
ン
は
水
温
が
低

い
と
餌
を
あ
ま
り
食
べ
な

く
な
る
が
、「
カ
キ
は
食

い
つ
き
が
違
っ
た
」（
上

田
さ
ん
）
と
い
う
。
当
初

は
一
日
１０
㌔
㌘
だ
っ
た
餌

の
量
は
５０
㌔
㌘
に
増
量
。

も
と
も
と
体
重
１
０
０
㌘

ほ
ど
だ
っ
た
サ
ー
モ
ン
は

１
㌔
㌘
を
超
え
る
ま
で
に

成
長
し
た
。

　

出
荷
は
初
夏
ま
で
続
く

県
議
選

現
職
の
長
岡
氏

無
投
票
で
５
選

　

兵
庫
県
議
選
は
３
月
２９

日
に
告
示
。
赤
穂
市
・
赤

穂
郡
・
佐
用
郡
選
挙
区

（
定
数
１
）
は
現
職
の
長

岡
壮
壽
候
補（
５８
）＝
無
所

属
、
自
民
推
薦
＝
の
ほ
か

に
立
候
補
の
届
出
が
な

く
、
前
回
に
続
き
無
投
票

で
５
選
が
決
ま
っ
た
。

　

同
日
夜
に
上
仮
屋
公
会

堂
で
開
か
れ
た
祝
勝
会
で

長
岡
氏
は
「
み
な
さ
ん
の

お
か
げ
で
当
選
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
謝
辞

を
述
べ
、
支
援
者
ら
と
と

も
に
万
歳
三
唱
。
牟
礼
正

稔
市
長
も
駆
け
付
け
、

「
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
タ

ッ
グ
を
組
ん
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
握
手
を
交
わ

　

▼
…
音
楽
通
じ
て
姉
妹

都
市
交
流
＝
演
奏
旅
行
の

た
め
姉
妹
都
市
の
豪
州
・

ロ
ッ
キ
ン
グ
ハ
ム
市
を
先

月
２４
日
か
ら
訪
れ
て
い
た

赤
穂
市
児
童
合
唱
団
が
こ

の
ほ
ど
帰
国
。
コ
ン
サ
ー

ト
、
音
楽
講
習
会
な
ど
で

充
実
し
た
日
程
を
終
え

た
。

　

ロ
市
へ
の
演
奏
旅
行
は

姉
妹
都
市
締
結
翌
年
の
１

９
９
８
年
か
ら
３
年
ご
と

に
行
わ
れ
、
８
回
目
と
な

っ
た
今
回
は
団
員
１８
人
に

指
導
者
、
ス
タ
ッ
フ
を
加

え
た
２３
人
で
渡
航
。
日
本

か
ら
各
自
持
参
し
た
浴
衣

姿
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く

な
ど
７
日
間
９
ス
テ
ー
ジ

で
歌
声
を
披
露
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
初
め
て
実

施
し
た
音
楽
講
習
会
は
団

員
た
ち
が
現
地
の
小
学
生

と
２
部
合
唱
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
。
高
校
生
と
は
お
互
い

に
母
国
語
の
歌
を
教
え
合

い
、
音
楽
を
通
じ
た
同
世

代
同
士
の
友
情
を
育
ん

だ
。
講
習
会
の
成
果
発
表

会
で
は
、
両
国
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
が

大
き
な
感
動
を
呼
ん
だ
と

い
う
。

　

ロ
市
へ
の
演
奏
旅
行
に

鹿
久
居
荘
赤
穂
店

食
事
処
を
一
新

旬
鮮
丼
も
登
場

　

さ
つ
き
町
の
「
鹿
久
居

荘
赤
穂
店
」（
春
本
新
二

社
長
）
は
食
事
処
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
。「
瀬
戸
内
料
理 

旬
鱻
（
し
ゅ
ん
せ
ん
）」

と
し
て
今
月
１
日
か
ら
営

業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ

せ
て
メ
ニ
ュ
ー
も
一
新
し

た
。
店
名
に
ち
な
ん
だ

「
旬
鮮
丼
」
は
瀬
戸
内
の

新
鮮
な
魚
介
類
の
刺
身
を

盛
り
付
け
た
「
壱
の
段
」

に
希
少
品
種
米
・
ミ
ル
キ

ー
ク
ィ
ー
ン
を
炊
き
上
げ

た
こ
だ
わ
り
御
飯
の
「
弐

ー
と
し
て
売
り
出
し
て
い

き
た
い
。
瀬
戸
内
の
海
鮮

を
存
分
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
れ
ば
」
と
来
店
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。

　

年
中
無
休
で
午
前
１１
時

〜
午
後
２
時
半
、
午
後
５

時
〜
９
時
営
業
（
３０
分
前

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記
念
し
て

４
月
２０
日（
土
）ま
で
赤
穂

民
報
を
持
参
す
れ
ば
旬
鮮

丼
１
人
前
を
半
額
で
サ
ー

ビ
ス
。☎
４２
・
１
１
３
０
。

（
写
真
は
新
メ
ニ
ュ
ー

「
旬
鮮
丼
」＝
同
店
提
供
）

散
予
定
。

　

「
サ
ン
ラ
イ
ズ
」
に
ち

な
み
、
参
加
費
３
３
３
３

円
で
３３
人
を
募
集
。
往
復

は
が
き
に
氏
名
（
複
数

可
）、
年
齢
、
住
所
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、
〒
６

７
８
・
０
２
１
５
、
赤
穂

市
御
崎
６
３
４
、
桃
井
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
「
新
元
号
」

係
へ
申
し
込
め
ば
よ
い
。

４
月
１８
日
消
印
有
効
で
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

☎
５６
・
９
９
３
３
。

６
日
に
御
崎
で

さ
く
ら
ま
つ
り

　

花
見
名
所
で
知
ら
れ
る

東
御
崎
展
望
台
広
場
で
４

月
６
日
（
土
）、「
赤
穂
御

崎
さ
く
ら
ま
つ
り
」
が
午

前
１０
時
半
〜
午
後
２
時
に

開
催
さ
れ
る
。

　

赤
穂
義
士
娘
が
出
題
す

る
ク
イ
ズ
大
会
（
午
後
０

時
１０
分
、
賞
品
あ
り
）、

宿
泊
券
や
温
泉
入
浴
券
な

ど
が
当
た
る
大
ビ
ン
ゴ
大

会
（
同
１
時
半
、
１
枚
２

０
０
円
）
な
ど
を
催
す
。

ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｋ

Ｏ
Ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｉ
ｅ
Ｓ
♪

（
コ
ウ
ベ
リ
ー
ズ
）」
メ

ン
バ
ー
の
ス
テ
ー
ジ
は
午

前
１１
時
５
分
と
午
後
１
時

の
２
回
。

　

会
場
へ
は
ウ
エ
ス
ト
神

姫
バ
ス
「
東
御
崎
」
停
留

所
（
Ｊ
Ｒ
播
州
赤
穂
駅
か

ら
約
２０
分
、
片
道
３
６
０

円
）
で
下
車
。
展
望
台
周

辺
は
４
月
８
日（
月
）ま
で

午
後
６
時
〜
９
時
に
提
灯

を
点
灯
し
、
夜
桜
見
物
を

楽
し
め
る
。
同
協
会
☎
４２

・
２
６
０
２
。

新
元
号
「
令
和
」

初
日
に
日
の
出

観
賞
イ
ベ
ン
ト

　

西
播
磨
な
ぎ
さ
回
廊
づ

く
り
連
絡
会
は
新
元
号
初

日
の
５
月
１
日
（
水
・

祝
）、
瀬
戸
内
に
昇
る
日

の
出
を
観
賞
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
東
御
崎
展
望
台
で
開

催
す
る
。

　

午
前
５
時
に
集
合
し
、

日
の
出
（
５
時
１０
分
）
に

合
わ
せ
て
万
歳
と
記
念
写

真
撮
影
。
駐
車
場
近
く
の

雲
火
焼
美
術
館
「
桃
井
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
太
陽
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
焼
き
た
て

の
特
製
ピ
ザ
を
食
べ
、
雲

火
焼
で
縁
起
物
の
手
形
を

作
る
。
午
前
７
時
ご
ろ
解

モ
ン
を
使
っ
た
７
品
の
提

供
を
始
め
た
。

　

上
田
水
産
は
「
オ
イ
ス

タ
ー
サ
ー
モ
ン
」
の
商
標

登
録
を
申
請
中
。
上
田
さ

ん
は
「
好
評
な
ら
来
季
は

生
け
す
を
増
設
し
た
い
。

春
先
か
ら
初
夏
に
か
け
て

の
赤
穂
の
新
名
物
と
し
て

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。（
写
真
上

は
地
元
産
の
カ
キ
を
食
べ

て
育
っ
た
オ
イ
ス
タ
ー
サ

ー
モ
ン
の
水
揚
げ
。
同
下

は
オ
イ
ス
タ
ー
サ
ー
モ
ン

を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
）

デ
ィ
ー
で
、
タ
ン
ク
ト
ッ

プ
姿
の
３
人
が
歌
に
合
わ

せ
て
筋
肉
を
駆
使
し
た
ダ

ン
ス
を
披
露
す
る
。
１
９

８
０
年
代
ア
イ
ド
ル
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
懐
か
し
い
テ

イ
ス
ト
が
「
か
え
っ
て
新

鮮
」
と
人
気
を
集
め
て
い

る
と
い
う
。

　

製
塩
メ
ー
カ
ー
の
赤
穂

化
成
が
協
賛
す
る
「
に
が

り
普
及
委
員
会
」
が
「
時

空
を
超
え
て
に
が
り
を
Ｐ

Ｒ
す
る
マ
ッ
チ
ョ
タ
イ
ム

ト
ラ
ベ
ラ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
」

と
し
て
企
画
し
た
。「
好

評
な
ら
、
第
二
弾
、
第
三

弾
と
、
他
の
時
代
の
ノ
リ

の
続
編
も
」
と
同
社
。
デ

ビ
ュ
ー
曲
動
画
は
動
画
投

稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
」
で
視
聴
で
き
る
。

（
写
真
は
ユ
ニ
ー
ク
に
に

が
り
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に

結
成
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
「
赤

穂
筋
肉
浪
士
」）

初
め
て
参
加
し
た
目
坂
の

河
野
琉
翔
君（
１０
）は
「
た

く
さ
ん
の
人
と
仲
良
く
な

れ
た
こ
と
が
心
に
残
り
ま

し
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

解
団
式
で
元
岡
明
団
長
は

「
元
気
な
笑
顔
と
歌
声
で

感
動
を
届
け
、
絆
を
深
め

る
と
い
う
役
割
を
し
っ
か

り
果
た
し
て
く
れ
た
」
と

団
員
た
ち
を
称
え
る
と
と

も
に
、「
ロ
ッ
キ
ン
グ
ハ

ム
の
み
な
さ
ん
に
深
く
感

謝
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

（
写
真
は
現
地
小
学
生
と

の
音
楽
交
流
会
も
行
っ
た

演
奏
旅
行
＝
赤
穂
市
児
童

合
唱
団
提
供
）

し
た
。

　

長
岡
氏
は
京
都
大
工
学

部
卒
。
会
社
員
、
衆
院
議

員
秘
書
を
経
て
平
成
１５
年

に
県
議
に
初
当
選
。
こ
れ

ま
で
に
副
議
長
、
監
査
委

員
な
ど
を
歴
任
し
、
２
０

１
５
年
に
は
自
民
党
県
議

団
幹
事
長
を
務
め
た
。

（
写
真
は
無
投
票
で
５
選

と
な
っ
た
長
岡
壮
壽
氏
の

祝
勝
会
）

の
段
」、
穴
子
や
野
菜
の

天
ぷ
ら
の
「
参
の
段
」
を

重
ね
た
自
信
の
品
。
海
鮮

丼
と
天
丼
が
同
時
に
楽
し

め
る
。
毎
朝
カ
ツ
オ
と
昆

布
で
ひ
い
た
出
汁
の
味
噌

汁
、
温
泉
卵
な
ど
が
つ
い

て
２
８
０
０
円
（
税
別
）

で
提
供
す
る
。

　

同
店
は
「
看
板
メ
ニ
ュ

予
定
で
、
市
内
の
旅
館
や

ホ
テ
ル
、
飲
食
店
な
ど
で

料
理
し
て
提
供
さ
れ
る
と

い
う
。
い
ち
早
く
メ
ニ
ュ

ー
に
取
り
入
れ
た
坂
越
の

「
く
い
ど
う
ら
く
」（
海

の
駅
し
お
さ
い
市
場
内
）

の
阿
部
健
太
店
長（
３３
）は

「
余
分
な
脂
っ
ぽ
さ
が
な

く
、
後
か
ら
甘
み
を
感
じ

る
」
と
味
の
良
さ
に
注
目

し
、
刺
身
や
に
ぎ
り
寿

司
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
ピ

ザ
な
ど
オ
イ
ス
タ
ー
サ
ー

「
に
が
り
」Ｐ
Ｒ

赤
穂
筋
肉
浪
士

　

海
水
か
ら
塩
を
つ
く
る

際
に
で
き
る
「
に
が
り
」

の
有
用
性
を
マ
ッ
チ
ョ
な

ダ
ン
ス
と
歌
で
ユ
ニ
ー
ク

に
Ｐ
Ｒ
す
る
男
性
ユ
ニ
ッ

ト
「
赤
穂
筋
肉
浪
士
」
が

結
成
。
デ
ビ
ュ
ー
曲
『
苦

汁
（
く
じ
ゅ
う
）
じ
ゃ
な

い
よ
☆
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｉ
だ

よ
！
』
の
動
画
を
こ
の
ほ

ど
リ
リ
ー
ス
し
た
。

　

ボ
デ
ィ
ビ
ル
ダ
ー
の
ア

キ
ラ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
の
ケ

ン
ケ
ン
、
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー

の
ト
シ
の
３
人
で
構
成
。

デ
ビ
ュ
ー
曲
は
、
塩
の
陰

に
隠
れ
が
ち
な
「
に
が

り
」
の
良
さ
を
織
り
込
ん

だ
歌
詞
で
ポ
ッ
プ
な
メ
ロ
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②
和
食
調
理
補
助
／
週
４

〜
５
日
程
度
。
９
〜
１４

時
。１７
〜
２１
時（
柴
田
）③

ホ
テ
ル
副
支
配
人
ア
シ
ス

タ
ン
ト
／
パ
ソ
コ
ン
操
作

で
き
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

制
作
に
興
味
あ
る
方
。週

２
〜
３
日
程
度
。１０
〜
１８

時
。
４
時
間
程
度（
阪
本
）

④
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
宴

会
サ
ー
ビ
ス
／
週
３
〜

４
日
程
度
。１０
〜
１４
時
。１７

〜
２１
時（
阪
本
）⑤
イ
タ
リ

ア
ン
ト
マ
ト
カ
フ
ェ
赤
穂

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
店
／
週

３
〜
４
日
程
度
。
７
〜

１５
時
。１７
〜
２１
時（
阪
本
）

⑥
清
掃
ア
ル
バ
イ
ト
／

９
〜
１５
時
。
週
３
〜
４

日
ぐ
ら
い
。シ
フ
ト
制
。た

だ
し
土
日
・
お
盆
・
年
末
年

始
に
勤
務
で
き
る
方
に
限

り
ま
す（
北
島
）※
い
ず
れ

も
交
通
費
支
給
。食
事
補

助
・
休
憩
あ
り
。時
給
８
７

１
円
。①
〜
⑤
は
土
日
祝

日
勤
務
で
き
る
方
歓
迎
。

平
日
の
み
も
Ｏ
Ｋ
。曜
日
・

時
間
帯
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。「
赤
穂
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
」加
里
屋
中

洲
☎
４２
・
１
０
０
１

　

▼
パ
ー
ト・
ア
ル
バ
イ

ト
＝
時
給
／
一
般
・
専
門
・

大
学
８
８
０
円
。平
日
１７

時
以
降
と
土
日
祝
９
０
０

円
。平
日
昼
の
調
理
係
。平

日
夜
、土
日
祝
勤
務
で
き

る
接
客
係
・
調
理
係
を
募

集
中
。「
皿
そ
ば
文
楽
赤
穂

店
」朝
日
町
☎
４２
・
０
５
０

５
　

▼
業
務
拡
大
に
つ
き
正

社
員
募
集
＝
１
日
８
時

間
、
週
５
日
。
時
給
１
０

５
０
円
〜
（
深
夜
１
３
１

３
円
〜
）。
詳
し
く
は
面

談
の
上
。
コ
ン
ビ
ニ
運
営

ペ
チ
ュ
ニ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
な
ど
も
入
荷
が
始

ま
り
ま
し
た
。花
苗
、鉢

花
、観
葉
植
物
、多
肉
植
物

は
レ
ジ
に
て
合
計
金
額
か

ら
２
割
引
と
お
買
い
得
で

す
。冬
の
寄
せ
植
え
を
春

の
寄
せ
植
え
に
植
え
替
え

し
ま
す
。ご
予
算
に
応
じ

て
お
作
り
し
ま
す
。お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ね
。「
㈲
米
口
グ
リ
ー
ン
ナ

ー
セ
リ
ー
」木
津
☎
４６
・
８

０
０
１

　

▼
剪
定・草
刈
り
承
り

ま
す
＝
庭
木
の
手
入
れ
、

消
毒
な
ど
お
困
り
の
方
、

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。庭
木
一
本
か

ら
の
ご
依
頼
や
草
刈
り
も

お
受
け
し
ま
す
。丁
寧
な

仕
事
を
し
ま
す
。【
4
月
の

お
す
す
め
】梅
、ミ
モ
ザ
、

オ
リ
ー
ブ
、ユ
ー
カ
リ
、害

虫
駆
除（
桜
、椿
、さ
ざ
ん

か
等
の
毛
虫
対
策
）「
御
庭

番
」塩
屋
☎
０
９
０
・
９
０

９
２
・
３
２
７
６（
大
前
）

　

▼
タ
ロ
ッ
ト
占
い
＝
イ

ベ
ン
ト
、喫
茶
店
、ス
ナ
ッ

ク
な
ど
に
出
張
し
ま
す
。

１
回
２
千
円
、学
生
５
０

０
円
。
予
約
制（
当
日
Ｏ

Ｋ
）。恋
愛
・
相
性
・
健
康
・

仕
事
運
な
ど
あ
な
た
の
知

り
た
い
事
を
占
い
ま
す
。

『
赤
穂
タ
ロ
ッ
ト
占
い
』で

検
索
。☎
０
９
０
・
５
８
９

３
・
２
５
９
１（
さ
き
み
）

　

▼
「
ラ
・
セ
ー
ヌ
洋
菓

子
店
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

＝
４
月
６
日（
土
）・
８
日

（
月
）『
イ
チ
ゴ
ロ
ー
ル
』

を
１
０
８
０
円
で
販
売
し

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。（
営
）９

時
半
〜
１８
時
半
。
駅
前

（
商
議
所
北
）
☎
４２
・
２

２
９
６

　

▼
第
４３
回
盆
栽
作
風
展

＝
４
月
６
日（
土
）・
７
日

（
日
）、赤
穂
市
民
会
館
で

９
時
〜
１７
時（
７
日
は
１６

時
半
ま
で
）。黒
松
、五
葉

松
な
ど
主
木
か
ら
長
寿

梅
、ぼ
け
な
ど
ま
で
約
２５

席
。「
亀
甲
盆
栽
の
集
い
」

☎
４３
・
６
０
０
２

　

▼
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
養
成
講
座
＝
５
月

１２
日（
日
）・
１９
日（
日
）・

２６
日（
日
）の
３
回
シ
リ
ー

ズ
。い
ず
れ
も
赤
穂
情
報

物
産
館
で
１３
時
半
か
ら

（
２
時
間
程
度
）。参
加
無

料
。
５
月
４
日
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。「
播

州
赤
穂
観
光
ガ
イ
ド
協

会
」☎
４２
・
２
６
０
２
（
観

光
協
会
内
）

　

▼
リ
ト
ミ
ッ
コ
ク
ラ
ブ

生
徒
募
集
＝
リ
ズ
ム
運
動

や
お
歌
は
も
ち
ろ
ん
季
節

の
行
事
や
制
作
、ワ
ー
ク

も
楽
し
み
ま
す
。お
友
達

と
の
レ
ッ
ス
ン
の
中
で
社

会
性
も
身
に
付
き
ま
す
。

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
毎

週
木
曜
９
時
４０
分
〜
楽
し

く
丁
寧
に
レ
ッ
ス
ン
中
◎

２
・
３
歳
コ
ー
ス
無
料
体

験（
初
回
４
月
１１
日
）の
ご

予
約
、あ
と
数
名
受
け
付

け
ま
す
。☎
０
９
０
・
５
０

６
３
・
１
４
０
０（
梨
本
）

　

▼
赤
穂
元
気
に
な
ろ
う

会
＝
元
気
に
生
き
る
た
め

の
気
と
ツ
ボ
と
丹
田
呼
吸

法
を
共
に
学
び
ま
し
ょ

う
。
４
月
１３
日（
土
）１０
時

～
１１
時
半
。赤
穂
市
民
会

館
２
階
教
養
室
。参
加
無

料
。「
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
」☎
０
９
０
・
９
７
７

９
・
０
４
９
０（
祷と

う

慈じ

）

　

▼
若
手
Ｓ
Ｓ
正
規
社
員 

と
パ
ー
ト・
ア
ル
バ
イ
ト

募
集
＝
○
社
員
／
月
給
１８

万
円
～
２３
万
円（
年
齢
・
経

験
に
よ
る
）。
７
〜
２０
時

内
の
シ
フ
ト
制
○
パ
ー
ト

・
ア
ル
バ
イ
ト
／
時
給
９

０
０
円
。
８
〜
２０
時
内

の
希
望
シ
フ
ト
制
。平
日

だ
け
、土
日
だ
け
や
Ｗ
ワ

ー
ク
で
ち
ょ
っ
と
だ
け
働

き
た
い
方
も
Ｏ
Ｋ
。学
校

行
事
等
休
み
考
慮
し
ま

す
。詳
し
く
は
面
談
で
。パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
方

は
履
歴
書
不
要
で
す
。「
前

田
石
油
㈱
」東
Ｓ
Ｓ（
イ
オ

ン
赤
穂
店
西
側
）☎
42
・
２

６
９
０
、イ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｓ

（
山
陽
赤
穂
イ
ン
タ
ー
前
）

☎
42
・
１
１
６
６

　

▼
ス
タ
ッ
フ
急
募
＝
○

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ッ
フ
若
干

名
／
9
時
〜
15
時
半
。18

時
〜
20
時
。時
給
８
８
０

円
〜
。土
日
祝
日
入
れ
る

方
○
正
社
員
／
９
時
〜

15
時
半
。18
時
〜
20
時
半
。

給
与
２０
万
円
〜
（
研
修
期

間
３
カ
月
１８
万
円
）。保
険

各
種
完
備
。経
験
者
優
遇

し
ま
す
。「
さ
く
ら
ぐ
み
」

御
崎
２
の
１
☎
４２
・
３
５

４
５

　

▼
折
込
ス
タ
ッ
フ
募
集

＝
新
聞
に
入
っ
て
い
る
チ

ラ
シ
を
機
械
で
ま
と
め
ま

す
。午
前
１１
時
半
か
ら
２

時
間
半
〜
最
長
終
了
す
る

ま
で（
曜
日
や
量
に
よ
り

変
動
）。週
３
回
〜
。時
給

８
８
０
円
。５０
〜
６０
歳
代

主
婦
が
活
躍
中
○
配
達
さ

ん
募
集
。毎
朝
の
短
時
間

で
安
定
し
た
収
入
。Ｗ
ワ

ー
ク
Ｏ
Ｋ
。Ａ
Ｍ
２
時
か

ら
２
時
間
半
程
。「
神
戸
新

聞
赤
穂
専
売
所
」加
里
屋

☎
４３
・
５
７
０
０

　

▼「
対
鴎
舘
」＝
○
レ
ス

ト
ラ
ン
配
膳
係
／
７
〜
１０

時
半
、
１５
〜
２０
時
半
の
間

で
応
相
談
。
時
給
１
０
０

０
円
〜
１
１
５
０
円
（
１

カ
月
見
習
期
間
あ
り
）
○

寝
具
・
洗
い
場
／
１８
〜
２１

時
。
時
給
８
８
０
円
。
お

気
軽
に
問
合
せ
く
だ
さ

い
。御
崎
☎
４２
・
２
６
８
１

　

▼
赤
穂
海
浜
公
園「
タ

テ
ホ
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
」

＝
Ｇ
Ｗ
期
間
限
定（
4
月

28
日
～
5
月
6
日
の
９
日

間
）短
期
ス
タ
ッ
フ
大
募

集
。
９
〜
１７
時
、ま
た
は

１８
時（
日
程
に
よ
る
）。日

程
・
時
間
は
面
接
時
に
相

談
に
応
じ
ま
す
。遊
園
地

で
の
遊
具
や
イ
ベ
ン
ト
の

接
客
・
誘
導
な
ど
。時
給
１

０
０
０
円
。交
通
費
支
給

（
当
社
規
定
）自
動
車
・
バ

イ
ク
通
勤
可
。未
経
験
者

大
歓
迎
※
高
校
生
不
可
。

電
話
連
絡
の
上
、履
歴
書

（
写
真
貼
付
）を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。面
接
場
所
を
ご

連
絡
致
し
ま
す
。「
㈱
ウ
エ

ル
ネ
ス
サ
プ
ラ
イ
」☎
０６
・

６
５
４
３
・
８
０
１
０（
平

日
／
月
～
金
１０
〜
１８
時
）

　

▼「
赤
穂
ら
ー
め
ん
麺

坊
」＝
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
募
集
○
土
日
祝
①
１０
～

１４
時
②
１２
～
１８
時
③
１８
～

２２
時
○
平
日
１８
〜
２２
時
。

時
給
９
０
０
円
～
。シ
ニ

ア
世
代
歓
迎
。詳
細
は
面

談
に
て
。気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。プ
ラ
ッ
ト
赤

穂
２
階
☎
４５
・
７
４
１
０

　

▼
ホ
テ
ル
が
職
場
＝
制

服
は
着
物
風
や
カ
ジ
ュ
ア

ル
、ビ
ス
ト
ロ
風
な
ど
職

場
毎
に
様
々
①
ホ
テ
ル
内

ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
係
／
週

２
〜
３
日
程
度
。１０
〜
１８

時
。
４
時
間
程
度（
有
吉
）

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
・
２
８
６
８
４　

　

▼
格
安・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
７
１
１
０
円

１
㌧
未
満
５
７
９
７
０
円

１．５
㌧
未
満
６
６
２
７
０
円

２
㌧
未
満
７
４
４
７
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」加
里
屋
中
洲
・
白
十
字

西
☎
４５
・
０
７
３
３

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。お
気
軽
に
お
電

話
、ご
来
店
く
だ
さ
い
。☎

４３
・
３
９
３
９

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
７
１
１
０
円

１
㌧
未
満
５
７
９
７
０
円

１．５
㌧
未
満
６
６
２
７
０
円

２
㌧
未
満
７
４
４
７
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６４
項

目
点
検
込
。洗
車
・
代
車
・

オ
イ
ル
各
千
円
増
。修
理
・

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
格

安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
明
星
車
検・
大
好
評

予
約
受
付
中
＝
見
積
も
り

だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。見

積
も
り
、代
車
貸
出
、コ
ー

テ
ィ
ン
グ
無
料
、土
日
祝

も
Ｏ
Ｋ
。へ
こ
み
、キ
ズ
直

し
ま
す
。手
洗
い
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
４
５
０
０
円
か

ら
。不
要
車
、廃
車
買
取
り

承
り
ま
す
。お
気
軽
に
ス

タ
ッ
フ
ま
で
。「
㈱
明
星　

赤
穂
Ｓ
Ｓ
」オ
ー
ト
バ
ッ

ク
ス
さ
ん
前
☎
４６
・
３
１

７
７

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》に
、あ
な

た
の
夢
を
か
た
ち
に
し
ま

す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」若

草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
着
付
承
り
ま
す
＝
冠

婚
葬
祭
そ
の
他
す
べ
て
の

き
も
の
着
付
け
を
お
手
伝

い
致
し
ま
す
。佳
日
は
重

な
り
ま
す
の
で
お
早
め
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。「
佐

井
」木
下
町
☎
４３
・
８
４
６

３
、☎
０
８
０
・
３
８
１
２

・
６
０
７
７

　

▼
何
で
も
し
ま
す
喜
ん

で
貴
方
の
お
手
伝
い
致
し

ま
す
＝
○
リ
フ
ォ
ー
ム
／

台
所
等
の
水
回
り
、プ
チ

改
修
、雨
も
り
修
理
等
○

便
利
屋
／
片
付
け
、家
財

処
分
、引
越
、剪
定
、草
刈
、

中
古
車
修
理
、鍵
取
付
。見

積
無
料
。「
愛
サ
ポ
ー
ト
」

御
崎
☎
42
・
４
１
１
７　

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
春
植
え
野
菜

苗
続
々
入
荷
中
。ト
マ
ト
、

ナ
ス
、ピ
ー
マ
ン
、キ
ュ
ウ

リ
な
ど
、主
要
な
品
種
が

揃
い
始
め
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
少
し
ず
つ
充
実
し
て

い
き
ま
す
の
で
、そ
ろ
そ

ろ
準
備
を
始
め
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。朝
は

ま
だ
ま
だ
寒
い
の
で
、苗

帽
子
な
ど
で
寒
さ
対
策
は

万
全
に
。目
移
り
す
る
ほ

ど
沢
山
の
宿
根
草
や
季
節

の
花
苗
揃
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
長
く
楽
し
め
る
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ア
ル
バ
イ
ト
し
ま
せ
ん

か
。
午
前
２
時
〜
午
前
５

時
の
間
の
１
〜
２
時
間

程
。
月
５
万
円
〜
（
区

域
、
部
数
に
よ
り
変
わ
り

ま
す
）。
詳
し
く
は
面
談

で
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。「
読
売
セ
ン
タ

ー
上
郡
」
上
郡
町
山
野
里

☎
５２
・
２
９
６
２

　

▼
姫
路
駅
前
ホ
テ
ル
で

の
ベ
ッ
ド
メ
イ
ク
＝
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
募
集
。
９
時

〜
１５
時
頃
。
時
給
９
５
０

円
。
土
日
勤
務
で
き
る
方

歓
迎
。
勤
務
日
数
は
相
談

に
応
じ
ま
す
。
交
通
費
支

給
。
初
心
者
の
方
も
丁
寧

に
研
修
し
ま
す
。「
錦
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
㈱
」
加
里
屋

☎
０
８
０
・
９
７
５
３
・

３
７
３
７
（
北
川
）

　　

▽
7
日
＝
福
田
産
婦
人

科
麻
酔
科（
加
里
屋
30
の

9
）☎
43
・
５
３
５
７

に
興
味
の
あ
る
方
、
シ
ニ

ア
の
方
、
未
経
験
の
方
も

応
募
を
待
っ
て
ま
す
。
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。「
セ
ブ
ン
―

イ
レ
ブ
ン
赤
穂
尾
崎
店
」

☎
４５
・
７
５
５
４

　

▼
コ
ン
ビ
ニ
ス
タ
ッ
フ

募
集
＝
時
間
帯
①
１３
〜
１７

時
②
１７
〜
２２
時
。
時
給
①

②
と
も
８
７
５
円
〜
。
詳

し
く
は
面
談
の
上
で
。
コ

ン
ビ
ニ
の
仕
事
っ
て
大
変

だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
よ

ね
。
確
か
に
そ
う
で
す

が
、
き
っ
と
う
ち
の
店
で

の
経
験
が
、
あ
な
た
の
人

生
に
活
か
せ
て
も
ら
え
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
シ

ニ
ア
の
皆
さ
ん
も
第
二
の

人
生
の
新
し
い
発
見
が
き

っ
と
あ
り
ま
す
よ
。「
セ

ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
赤
穂
尾

崎
店
」
☎
４５
・
７
５
５
４

　

▼
「
ミ
ス
タ
ー
・
バ
ー

ク
赤
穂
店
」
＝
時
給
９
０

０
円
ス
タ
ー
ト
（
高
校
生

８
７
１
円
〜
）
＋
大
入
・

小
入
で
忙
し
い
時
は
時
給

１
０
０
円
程
Ｕ
Ｐ
○
平
日

昼
１０
時
半
〜
１４
時
○
夜
１７

時
半
〜
２１
時
○
土
日
祝
１０

時
半
〜
２１
時
の
間
（
平
均

４
時
間
）。
東
浜
町
☎
４２

・
９
１
８
１

　

▼
上
郡
町
、
赤
穂
市
有

年
在
住
の
方
＝
朝
刊
配
達

休
日
急
患
診
療
医
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高
野
地
区
の
安
定
型
産

業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
で

周
辺
環
境
に
変
化
が
発
生

し
た
場
合
な
ど
の
「
緊
急

事
態
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

が
事
業
者
か
ら
赤
穂
市
へ

提
出
さ
れ
た
。

　

市
は
「
今
後
必
要
に
応

じ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
追

加
、
変
更
は
あ
り
得
る

が
、
今
の
と
こ
ろ
想
定
し

て
い
る
緊
急
事
態
へ
対
応

す
る
体
制
は
整
え
て
も
ら

え
た
と
考
え
て
い
る
」

（
環
境
課
）
と
話
す
が
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
て
、
ま

ず
感
じ
た
の
は
、「
こ
の

内
容
で
『
緊
急
事
態
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
』
と
し
て
十

分
な
の
だ
ろ
う
か
」
と
い

う
疑
問
だ
。

　

例
え
ば
緊
急
事
態
の
一

つ
に
想
定
さ
れ
て
い
る

「
水
質
検
査
結
果
が
管
理

目
標
値
を
超
え
て
い
る
と

確
認
し
た
場
合
」
の
事
業

者
の
対
応
と
し
て
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
で
は
「
速
や
か
に

県
、
市
に
報
告
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
原
因
の
解
明

を
行
い
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、「
管
理
目
標
値

を
超
え
た
水
」
の
施
設
外

へ
の
流
出
を
ど
の
よ
う
に

防
ぐ
の
か
、
ま
た
、
そ
の

水
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す

る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
方

法
で
原
因
を
解
明
し
て
い

く
の
か
、
な
ど
と
い
っ
た

点
は
何
も
記
載
が
な
い
。

　

以
前
、
危
機
管
理
の
専

門
家
に
取
材
し
た
際
、

「
良
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
か
ど

を
解
明
し
対
策
を
講
じ

る
」「
処
分
場
か
ら
許
可

品
目
以
外
の
廃
棄
物
を
撤

去
す
る
」
な
ど
と
し
て
い

る
。
管
理
目
標
値
を
超
え

た
水
の
流
出
防
止
や
許
可

品
目
以
外
の
廃
棄
物
撤
去

と
い
っ
た
具
体
的
な
手
順

や
方
法
に
は
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
。

の
進
行
方
向
と
は
逆
向
き

に
通
り
抜
け
よ
う
と
し
て

車
輌
後
部
左
側
が
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
に
当
た
っ
た
と
い

う
。
乗
車
し
て
い
た
職
員

２
人
に
け
が
は
な
か
っ

た
。「
修
理
と
点
検
に
約
１

か
月
か
か
る
」
と
い
い
、

そ
の
間
に
高
所
放
水
車
が

必
要
な
事
案
が
あ
れ
ば
、

広
域
消
防
応
援
協
定
に
基

づ
き
、
近
隣
消
防
に
出
動

を
要
請
す
る
と
い
う
。

　

高
速
道
路
交
通
警
察
隊

は
口
頭
で
指
導
警
告
。
消

防
本
部
の
話
で
は
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
内
に
他
の

大
型
車
輌
が
停
車
し
て
い

た
た
め
、
転
回
路
で
方
向

転
換
し
よ
う
と
し
た
ら
し

い
。「
訓
練
と
指
導
を
よ

り
徹
底
し
、
再
発
防
止
に

努
め
た
い
」（
警
防
課
）

と
し
て
い
る
。

　

体
験
会
は
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
交
流
事
業
と
し
て

同
体
育
館
の
指
定
管
理
者

が
主
催
。
小
・
中
学
生
の

親
子
を
中
心
に
約
６０
人
が

参
加
し
た
。
大
杉
さ
ん
の

指
導
の
下
、
床
か
ら
３０
セ

ン
チ
ほ
ど
の
高
さ
に
張
っ

た
幅
５
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ベ

ル
ト
の
上
に
片
足
で
立
っ

た
り
、
一
旦
し
ゃ
が
ん
で

立
ち
上
が
っ
た
り
基
本
動

作
を
練
習
し
た
。

　

き
ょ
う
だ
い
３
人
で
参

加
し
た
尾
崎
の
寺
田
耕
大

君（
９
）は
「
バ
ラ
ン
ス
を

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
Ａ
４
判

２
ペ
ー
ジ
。
３
月
１
日
か

ら
事
業
者
と
市
が
策
定
に

向
け
て
協
議
を
開
始
し
、

同
月
１４
日
に
事
業
者
か
ら

赤
穂
市
長
宛
て
に
提
出
さ

れ
た
。

　

市
は
「
今
後
必
要
に
応

じ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
追

加
、
変
更
は
あ
り
得
る

が
、
今
の
と
こ
ろ
想
定
し

て
い
る
緊
急
事
態
へ
対
応

す
る
体
制
は
整
え
て
も
ら

え
た
と
考
え
て
い
る
」

（
環
境
課
）
と
話
し
て
い

る
。

　

▼
…
「
ス
リ
ル
楽
し

い
」
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
体

験
＝
ベ
ル
ト
状
の
ラ
イ
ン

の
上
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ

て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
る

ス
ポ
ー
ツ
「
ス
ラ
ッ
ク
ラ

イ
ン
」
の
体
験
会
が
加
里

屋
の
赤
穂
市
民
総
合
体
育

館
で
こ
の
ほ
ど
あ
り
、
元

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
の
大
杉
徹
さ
ん

（
３４
）＝
総
社
市
＝
を
講
師

に
招
い
た
。

　

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
は
１

９
６
０
年
代
に
ア
メ
リ
カ

の
ヨ
セ
ミ
テ
国
立
公
園
で

ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
が
バ
ラ

ン
ス
感
覚
を
養
う
た
め
に

公
園
内
に
張
ら
れ
た
鉄
製

チ
ェ
ー
ン
の
上
を
歩
い
た

の
が
起
源
と
さ
れ
る
。
２

０
０
０
年
代
に
入
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
広
ま
り
、

大
杉
さ
ん
は
１３
年
に
日
本

人
で
初
め
て
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
で
優
勝
し
た
。

取
る
の
が
難
し
い
け
ど
、

足
元
が
グ
ラ
グ
ラ
動
い
て

面
白
い
」
と
ス
リ
ル
を
楽

し
ん
だ
。（
写
真
は
元
Ｗ

杯
王
者
を
招
い
た
ス
ラ
ッ

ク
ラ
イ
ン
体
験
会
）

　

▼
…
水
路
に
沿
っ
て
上

水
道
ウ
オ
ー
ク
＝
江
戸
・

神
田
、
広
島
・
福
山
と
並

ん
で
「
日
本
三
大
水
道
」

に
数
え
ら
れ
る
旧
赤
穂
上

水
道
を
巡
る
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
が
３
月
３１
日

に
あ
り
、
県
外
を
含
む
約

９０
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
案
内
で
歩
い
た
。

　

旧
赤
穂
上
水
道
は
１
６

１
６
年
（
元
和
２
）
に
完

成
。
熊
見
川
（
現
千
種

川
）
か
ら
引
い
た
水
を
約

７
㌔
先
の
城
下
町
へ
各
戸

給
水
し
た
。
昭
和
１９
年
に

近
代
的
上
水
が
整
備
さ
れ

る
ま
で
飲
用
水
と
し
て
も

利
用
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
は
Ｊ
Ｒ
坂
越
駅

を
出
発
し
、
現
在
も
農
業

用
水
路
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
水
路
に
沿
っ
て
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
。
塩
屋
方
面

へ
水
を
分
岐
す
る
「
戸
島

枡
」
な
ど
を
見
学
し
、
息

継
ぎ
井
戸
が
あ
る
加
里
屋

の
「
い
き
つ
ぎ
広
場
」
ま

で
５
・
５
㌔
を
歩
い
た
。

　

大
阪
か
ら
参
加
し
た
清

水
豊
文
さ
ん（
６６
）は
「
赤

穂
は
４
回
目
。
ガ
イ
ド
の

説
明
が
あ
っ
て
良
か
っ

た
」
と
歴
史
探
訪
を
楽
し

め
た
よ
う
だ
っ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
上
水

道
完
成
４
０
０
年
の
２
０

１
６
年
か
ら
実
施
。
今
年

度
も
４
月
２１
日
、
５
月
１９

日
、
１０
月
２０
日
、
１１
月
１７

日
、
３
月
２９
日
の
５
回
開

催
さ
れ
る
。
問
い
合
わ
せ

は
赤
穂
観
光
協
会
☎
４２
・

２
６
０
２
。（
写
真
は
水

路
を
見
な
が
ら
歩
い
た
赤

穂
上
水
道
ハ
イ
キ
ン
グ
）

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に

は
し
ご
車
が
接
触

通
行
禁
止
道
路
へ
進
入

　

３
月
３０
日
午
前
１０
時
２０

分
ご
ろ
、
赤
穂
市
塩
屋
の

山
陽
道
赤
穂
イ
ン
タ
ー
乗

り
口
手
前
で
赤
穂
市
消
防

本
部
の
３５
㍍
級
高
所
放
水

車
が
通
行
禁
止
道
路
に
進

入
し
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に

接
触
す
る
事
故
が
あ
っ

た
。

　

消
防
本
部
な
ど
に
よ
る

と
、
イ
ン
タ
ー
近
く
の
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
給
油

後
、
高
速
路
線
バ
ス
以
外

は
通
行
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
転
回
路
へ
進
入
。
本
来

　

高
野
の
安
定
型
産
業
廃

棄
物
最
終
処
分
場
を
運
営

す
る
事
業
者
が
赤
穂
市
と

の
環
境
保
全
協
定
に
基
づ

い
て
提
出
し
た
緊
急
事
態

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内
容

が
わ
か
っ
た
。

　

協
定
で
は
、「
緊
急
事

態
」に
つ
い
て
、①
処
分
場

の
周
辺
環
境
の
変
化
が
発

生
、
ま
た
は
発
生
す
る
恐

れ
が
確
認
②
許
可
を
受
け

た
以
外
の
産
業
廃
棄
物
を

処
分
場
に
搬
入
③
市
ま
た

は
事
業
者
が
行
う
水
質
検

査
結
果
が
管
理
目
標
値
を

超
え
て
い
る
こ
と
を
確
認

④
市
が
操
業
の
停
止
が
必

要
と
判
断
―
の
４
つ
の
ケ

ー
ス
を
想
定
。
事
業
者
は

市
と
協
議
し
た
上
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
ご
と
に

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定
め

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
緊

急
事
態
が
発
生
し
た
場
合

の
共
通
の
対
応
と
し
て
、

▽
操
業
の
停
止
▽
県
、
市

へ
の
連
絡
―
を
行
う
と
あ

り
、
現
場
作
業
員
か
ら
施

設
管
理
者
を
経
由
し
て
県

と
市
の
担
当
課
へ
通
報
す

る
チ
ャ
ー
ト
図
を
記
載
。

そ
の
上
で
、
緊
急
事
態
ご

と
の
対
応
と
し
て
「
原
因

市
内
小
中
学
校
の

教
職
員
人
事
異
動

▼
中
学
校

　

【
校
長
】
▽
赤
穂
＝
入

潮
賢
和
（
市
教
委
指
導
課

長
）
▽
有
年
＝
◎
柏
原
博

（
赤
穂
東
教
頭
）【
教
頭
】

▽
赤
穂
西
＝
大
鷹
義
裕

（
坂
越
小
）▽
赤
穂
東
＝
猪

谷
和
寛（
赤
穂
西
）【
教
諭
】

▽
赤
穂
＝
竹
原
史
也
（
赤

穂
東
）大
畑
智
滉
、高
橋
里

沙
、高
橋
知
沙（
新
採
用
）

▽
赤
穂
西
＝
氷
室
智
穂

（
坂
越
）前
田
杏（
新
採
用
）

▽
赤
穂
東
＝
中
林
達
紀
、

井
川
直
美（
赤
穂
）飯
田
花

野
子（
新
採
用
）▽
尼
崎
市

＝
滝
本
美
加（
赤
穂
）▽
姫

路
市
＝
長
尾
悠
平
（
赤
穂

東
）
▽
県
教
委
＝
谷
崎
壮

志（
赤
穂
西
）▽
市
教
委
＝

杉
山
建
一（
赤
穂
西
）【
事

務
職
員
】
▽
有
年
＝
藤
原

春
香（
原
小
）【
退
職
】
▽

校
長
＝
平
井
正
彦
（
赤
穂

・
定
年
）大
田
俊
也（
有
年
・

定
年
）
▽
教
諭
＝
植
木
章

好（
赤
穂
・
定
年
）岡
部
留

未
子
（
赤
穂
西
・
普
通
）

▼
小
学
校

　

【
教
頭
】
▽
赤
穂
＝
北

里
浩
士（
塩
屋
）▽
城
西
＝

清
水
浩（
赤
穂
）▽
塩
屋
＝

池
田
達
哉（
赤
穂
西
）▽
赤

穂
西
＝
中
元
宜
美（
原
）▽

尾
崎
＝
中
林
晴
之
（
城

西
）
▽
坂
越
＝
◎
上
田
穣

（
坂
越
主
幹
教
諭
）▽
原
＝

山
本
誠（
尾
崎
）【
主
幹
教

諭
】
▽
赤
穂
＝
◎
岡
田
美

由
紀（
赤
穂
教
諭
）▽
塩
屋

＝
渡
邉
ひ
ろ
み（
高
雄
）▽

尾
崎
＝
入
潮
愛（
塩
屋
）▽

御
崎
＝
◎
大
谷
尚
弘
（
御

崎
教
諭
）
▽
高
雄
＝
柏
原

典
子（
尾
崎
）【
教
諭
】▽
赤

穂
＝
松
本
洋
輔（
塩
屋
）藤

原
周
平（
御
崎
）江
崎
聖
貴

（
坂
越
）東
豊（
高
雄
）▽
城

西
＝
香
田
満
保（
赤
穂
）奥

田
恵（
塩
屋
）
桐
谷
惇
礼

（
御
崎
）田
中
浩
幸
、
有
政

江
里
奈（
有
年
）西
川
隼
平

（
新
採
用
）▽
塩
屋
＝
西
坂

彩（
赤
穂
）西
本
和
希
（
城

西
）
西
山
優（
赤
穂
西
）寺

田
倫
子（
高
雄
）片
山
加
奈

子（
有
年
）▽
赤
穂
西
＝
三

好
暁
子（
赤
穂
）山
本
泰
典

（
城
西
）▽
尾
崎
＝
蒐
場
光

代（
原
）井
田
彩
音
、
横
須

賀
陸
人（
新
採
用
）▽
御
崎

＝
西
山
さ
や
か
、
藤
井
基

裕（
城
西
）楠
慧
之
（
尼
崎

市
立
武
庫
の
里
）
▽
坂
越

＝
長
安
健
太（
赤
穂
）小
寺

明
花（
御
崎
）▽
高
雄
＝
大

田
真
美（
塩
屋
）▽
有
年
＝

上
山
聡
美（
赤
穂
）耳
田
由

美
子（
尾
崎
）小
垣
内
大
佑

（
新
採
用
）▽
原
＝
橋
本
聡

子（
赤
穂
西
）【
養
護
教
諭
】

▽
塩
屋
＝
広
島
有
子
（
赤

穂
西
）
▽
赤
穂
西
＝
伊
東

真
美（
新
採
用
）【
栄
養
教

諭
】
▽
坂
越
＝
是
兼
有
葵

（
新
採
用
）【
主
査
】▽
姫
路

市
＝
三
木
克
（
赤
穂
西
）

【
事
務
職
員
】▽
城
西
＝
中

土
井
一
夫（
有
年
中
）▽
赤

穂
西
＝
堀
実
祐（
新
採
用
）

【
退
職
】▽
教
諭
＝
前
田
遙

香（
御
崎
・
普
通
）北
谷
寛

代（
坂
越
・
勧
奨
）▽
養
護

教
諭
＝
山
本
江
里
子
（
塩

屋
・
勧
奨
）▽
栄
養
教
諭
＝

梅
本
晃
子（
坂
越
・
定
年
）

▽
主
査
＝
谷
川
み
か
（
高

雄
・
普
通
）

赤
穂
高
校

人
事
異
動

　【
全
日
制
】◇
転
入
▽
教

頭
＝
篠
原
歩（
山
崎
）▽
教

諭
＝
福
原
五
起（
太
子
）頓

田
郷
平（
八
鹿
）小
川
凌
吾

（
新
採
用
）◆
転
出
▽
教
頭

＝
八
十
川
洋
一（
相
生
）▽

教
諭
＝
堀
江
玲
那（
明
石
）

大
澤
菜
美
子（
三
田
西
陵
）

◆
退
職
▽
教
諭
＝
井
出
一

哉（
定
年
）村
松
由
行（
普

通
）【
定
時
制
】◇
昇
任
▽

教
頭
＝
西
田
拓
巳（
相
生

産
業
主
幹
教
諭
）◇
転
入

▽
教
諭
＝
鹿
山
洋
一（
相

生
産
業
）◆
転
出
▽
教
頭

＝
中
野
裕
和（
山
崎
）▽
教

諭
＝
藤
原
逸
人（
姫
路
東
）

全
国
珠
算
学
校
連
盟

第
３
１
６
回
珠
算

技
能
検
定
合
格
者

　

※
学
年
は
受
検
当
時

　

▽
準
２
級
＝
三
島
光
太

郎
（
御
崎
小
５
）
土
遠
大

翔
（
同
６
）
野
間
麗
桜

（
坂
越
小
６
）
野
間
優
菜

（
同
５
）

第
２
７
２
回
暗
算

技
能
検
定
合
格
者

　

▽
３
級
＝
二
六
永
愛

（
御
崎
小
５
）
山
﨑
達
仁

（
坂
越
小
６
）

第
３
１
７
回
珠
算

技
能
検
定
合
格
者

　

▽
準
１
級
＝
廣
門
沙
優

（
御
崎
小
６
）
▽
２
級
＝

土
遠
大
翔
（
御
崎
小
６
）

小
畑
結
翔
（
坂
越
中
１
）

第
２
７
３
回
暗
算

技
能
検
定
合
格
者

　

▽
２
級
＝
花
田
侑
祐
季

（
赤
穂
東
中
１
）
▽
準
２

級
＝
阿
賀
航
太
朗
（
坂
越

小
５
）
▽
３
級
＝
木
村
統

哉
（
坂
越
小
５
）
山
﨑
妃

代
里
（
同
４
）

う
か
の
簡
単
な
見
分
け
方

は
、
そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

使
っ
て
有
事
に
と
る
べ
き

行
動
を
具
体
的
に
訓
練
で

き
る
か
ど
う
か
で
す
」
と

教
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
観
点
で
こ
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
見
た
場
合
、
訓
練

で
き
る
の
は
県
と
市
へ
電

話
を
か
け
る
こ
と
ぐ
ら
い

し
か
な
い
。

　

市
は
「
何
か
起
こ
っ
た

場
合
は
事
業
者
が
ち
ゃ
ん

と
や
っ
て
く
れ
る
と
思
っ

て
い
る
」（
同
課
）
と
言

う
。
そ
れ
で
済
ま
す
の
な

ら
、「
事
業
者
は
市
と
協

議
し
、
緊
急
事
態
ご
と
に

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定
め

る
も
の
と
す
る
」
と
わ
ざ

わ
ざ
協
定
で
取
り
決
め
た

意
味
が
な
い
。

　

現
状
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

は
市
民
の
不
安
を
払
拭
で

き
る
と
は
思
え
な
い
。
市

と
事
業
者
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
つ
い
て
早
急
に
再
検
討

す
べ
き
だ
。

高
野
の
産
廃
最
終
処
分
場

緊
急
マ
ニ
ュ
ア
ル
提
出

通
報
以
外
に
具
体
策
な
し

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　 　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

入潮・赤穂中校長柏原・有年中校長

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

本
当
に
十
分
な
の
か
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平成３１年（２０１９年）
市人口 ４７，７２８人　市世帯数２０，３８１世帯

第２３２０号　　２０１９年（平成３１年）４月 ６日

【赤穂の主な出来事】
木津で山火事、バーベキューの残り火原因

市人口が５万人割り込む

【国内外の主な出来事】
日本一超高層ビル「あべのハルカス」全面開業

ＳＴＡＰ論文で不正発覚

消費税８％に増税

政務活動費不正で兵庫県議が号泣会見

【流行語、ブーム】
「ダメよ〜ダメダメ」「カープ女子」

平成２６年（２０１４年）
市人口 ５０，１１５人　市世帯数２０，２１５世帯

平成２７年（２０１５年）
市人口 ４９，７６９人　市世帯数２０，２９７世帯

平成２８年（２０１６年）
市人口 ４９，４０７人　市世帯数２０，４３８世帯

平成２９年（２０１７年）
市人口 ４８，７８８人　市世帯数２０，４２７世帯

平成３０年（２０１８年）
市人口 ４８，１７７人　市世帯数２０，４１２世帯

【赤穂の主な出来事】
関電赤穂発電所、石炭転換計画を断念

赤穂初の「子ども食堂」オープン

市民病院の新棟竣工

赤穂で初めて前方後円墳を確認

【国内外の主な出来事】
森友学園・加計学園問題

将棋の藤井聡太が歴代最多29連勝

【流行語・ブーム】
「インスタ映え」「忖度」

【赤穂の主な出来事】
北前船寄港地として日本遺産に追加認定

【国内外の主な出来事】
豪雨、地震、台風など災害相次ぐ

【流行語・ブーム】
「そだねー」「ボーっと生きてんじゃねーよ!」

【赤穂の主な出来事】
第7代市長に明石元秀氏就任

産廃処分場計画阻止へ「市民の会」発足

赤穂海浜スポーツセンター完成

市議会が「産廃反対都市宣言」可決

【国内外の主な出来事】
イスラム国が２邦人の殺害映像公開

米国とキューバ、５４年ぶり国交回復

安全保障関連法が成立

マイナンバー制スタート

【流行語・ブーム】
「爆買い」

【赤穂の主な出来事】
坂越大橋が開通

播州赤穂駅の直通新快速が減便

すこやかセンター開設

赤穂に国内最大級カルデラ跡

小國以載選手がボクシング世界王座獲得

【国内外の主な出来事】
囲碁の井山裕太が史上初の７冠

伊勢志摩サミット開催

新元素「ニホニウム」命名

【流行語・ブーム】
「神ってる」「ゲス不倫」「ポケモンＧＯ」

【赤穂の主な出来事】
坂越ふるさと海岸の整備完了

台風21号による水害

ごみ収集5種から8種分別へ

第1回赤穂でえしょん祭り開催

【国内外の主な出来事】
イラクで日本人人質事件

新紙幣発行、千円札の肖像は野口英世に

オレオレ詐欺被害が全国で多発

【流行語・ブーム】
「チョー気持ちいい」「冬ソナ」

平成１６年（２００４年）
市人口 ５２，５０３人　市世帯数１８，６７８世帯

平成１７年（２００５年）
市人口 ５２，３７０人　市世帯数１８，８８６世帯

平成１８年（２００６年）
市人口 ５２，１８７人　市世帯数１９，１３２世帯

平成１９年（２００７年）
市人口 ５１，９３３人　市世帯数１９，３１０世帯

平成２０年（２００８年）
市人口 ５１，６４２人　市世帯数１９，４５１世帯

【赤穂の主な出来事】
砂子で放火による山火事

城南緑地でハクチョウに５つ子

坂越の船祭、国重要無形民俗文化財に指定

上郡町との合併、住民投票で断念

赤穂国際音楽祭が初開催

【国内外の主な出来事】
防衛省発足

年金記録漏れが判明

赤ちゃんポストの設置を認可

郵政民営化

【流行語・ブーム】
「どげんかせんといかん」「そんなの関係ねぇ」

【赤穂の主な出来事】
赤穂ふるさとづくり寄付金の募集始まる

友道康夫調教師が天皇賞で初のＧⅠ勝利

目坂で土砂崩れ、市道通行止め

播州赤穂フィルムコミッション設立

【国内外の主な出来事】
後期高齢者医療制度スタート

姫路菓子博が開催

リーマンショックで世界的金融危機

米大統領選でオバマ氏勝利

【流行語・ブーム】
「アラフォー」「あなたとは違うんです」

【赤穂の主な出来事】
お城通りの拡幅整備完了

赤穂八幡宮獅子舞が県文化財に指定

市内循環バス「ゆらのすけ」運行開始

たでのはな美術館がオープン

【国内外の主な出来事】
中部国際空港が開港

「愛・地球博」開催

ＪＲ福知山線脱線事故

耐震偽装問題が発覚

【流行語・ブーム】
「小泉劇場」「想定内」「クールビズ」

【赤穂の主な出来事】
赤穂城が日本100名城に選定

のじぎく兵庫国体、赤穂で剣道競技

赤穂城「光の天守閣」始まる

【国内外の主な出来事】
神戸空港が開港

「ウィニー」による情報流出が問題に

ＷＢＣで日本が初代王者に

ライブドア問題

【流行語・ブーム】
「イナバウアー」「品格」「ハンカチ王子」

【赤穂の主な出来事】
レジ袋有料化スタート

樫本大進氏がベルリンフィル首席奏者に

播州赤穂塩ラーメン組合が旗揚げ

ボートピア出店計画が撤退

備前市、上郡町との定住自立圏協定に調印

【国内外の主な出来事】
裁判員制度が始まる

新型インフルエンザが世界的大流行

国内で４６年ぶり皆既日食

【流行語・ブーム】
「政権交代」「草食男子」

平成２１年（２００９年）
市人口 ５１，５２４人　市世帯数１９，５８５世帯

平成２２年（２０１０年）
市人口 ５１，１７４人　市世帯数１９，６６９世帯

平成２３年（２０１１年）
市人口 ５０，９４９人　市世帯数１９，８１３世帯

平成２４年（２０１２年）
市人口 ５０，５１９人　市世帯数１９，８６２世帯

平成２５年（２０１３年）
市人口 ５０，５１２人　市世帯数２０，０８３世帯

【赤穂の主な出来事】
「スポーツ先進都市宣言」を決議

坂越の船祭、国重要無形民俗文化財に指定

唐船海岸にぬかるみ、立ち入り禁止に

赤穂で３１年ぶりＮＨＫのど自慢

「いじめ動画」社会問題に

【国内外の主な出来事】
東京スカイツリー開業

米軍岩国基地にオスプレイ搬入

【流行語・ブーム】
「ワイルドだろぉ」「ｉＰＳ細胞」「終活」

【赤穂の主な出来事】
元禄スポーツセンター整備

坂越湾にイルカ現れる

市議会がインターネット中継導入

西部地区、西有年地区に産廃処分場計画

【国内外の主な出来事】
日銀が異次元緩和を決定

富士山が世界文化遺産に登録

豪華寝台列車「ななつ星」運行開始

２０２０年五輪・パラリンピック開催地に東京

【流行語・ブーム】
「今でしょ！」「じぇじぇじぇ」

【赤穂の主な出来事】
児童養護施設さくらこども学園開設

ごみ処理有料化の導入「見送り」

新作能「河勝」赤穂で上演

【国内外の主な出来事】
小惑星探査機「はやぶさ」帰還

尖閣諸島沖で中国漁船が海保巡視船に衝突

「ウィキリークス」が米国務省外交公電を公表

【流行語・ブーム】
「ゲゲゲの女房」「イクメン」

【赤穂の主な出来事】
市内最後の暴力団組事務所が閉鎖

桃井ミュージアムがオープン

第１回赤穂シティマラソン大会開催

観光マスコット「陣たくん」誕生

【国内外の主な出来事】
「タイガーマスク運動」広まる

東日本大震災、福島第一原発事故

女子サッカーＷ杯で日本が初優勝

【流行語・ブーム】
「なでしこジャパン」「スマホ」

この年に始まった「赤穂でえしょん祭り」

お
城
通
り
の
拡
幅
を
記
念
し
て
行

わ
れ
た
祝
賀
パ
レ
ー
ド

秦河勝を題材にした新作能「河勝」赤穂公演

デ
ザ
イ
ン
と
名
前
を
公
募
し
て
誕
生
し

た
観
光
マ
ス
コ
ッ
ト
「
陣
た
く
ん
」

元禄スポーツセンターの竣工式

木津で発生した大規模な山火事 「産廃反対市民の会」の設立総会

テープカットで祝った坂越大橋の開通式

【赤穂の主な出来事】
第８代市長に牟礼正稔氏就任

【国内外の主な出来事】
新元号「令和」に決定

初回は二層だった「光の天守閣」

赤
穂
城
本
丸
に
一
流
の
演
奏

が
響
い
た
国
際
音
楽
祭

Ｇ
１
初
制
覇
の
友
道
康
夫
調
教
師

東備西播定住自立圏協議会の第１回会合

赤
穂
で
３１
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
の
ど
自
慢
」

赤
穂
市
で
も
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た

「
子
ど
も
食
堂
」
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